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1 はじめに
近年，家族での自動車の利用やカーシェアリングなど，
複数人で自動車を共用する場面が多くみられる．他人と
自動車を共用する場合，体格差がある人が同じ自動車を
運転することになる. そのため周りの状況が確認できる
ように，運転者ごとにバックミラー角度などを適切に調
整する必要がある．また運転中には，疲労による姿勢の
変化や，カーブなどの道路環境により，適切なバックミ
ラー角度は変化する．そこで本研究では，運転者の顔位
置に合わせたバックミラーの適切な制御を考える．
既存研究 [1]では，バックミラー付近に取り付けたカメ
ラの画像から顔を検出し，バックミラー角度を変更する
研究が行われている．この研究では，乗車の際にスイッ
チを押下することで，2D画像内での運転手の顔を検出
し，カメラ座標系での顔の 3D位置を推定している．こ
の手法ではカメラ視点から見た運転手の方向のみ検出可
能なため，正確な 3次元位置は推定できず，ミラーを正
しく調整できない場合がある．
そこで本発表では，バックミラーに映った運転者の顔
から，運転者の顔の位置に応じて常に適切なバックミ
ラー角度を推定し，角度を制御するシステムを検討する．

2 運転者の顔を追尾するバックミラー
本研究では，運転者がミラー越しにリアウィンドウ方
向を見た際に，その様子をリアウィンドウ側から見ると，
運転者の両目の中央（以降，目中心と呼ぶ）がバックミ
ラーの中央に映ることに着目する（図 1（a））．もし，運
転者の目中心がバックミラーの中央に映っておらず，顔
の別の部分が映っている場合，運転者には後方が見えて
いない（図 1（b））．そこで，この時観測できる，目中
心がバックミラーの中央に映っていない画像をもとに，
運転者の目中心がバックミラーの中央に映るようにバッ
クミラーを動かすためのモータ制御量を推定し，制御を
行なう．なお，これはMuraseらの研究 [2]に着想を得
ている．
まず，図 2のように，リアウィンドウ中央に相当する
位置にカメラを設置して撮影した画像からバックミラー
を検出する．本研究では簡単のため，バックミラーにAR

マーカを付与し，マーカ検出によりバックミラー部分を
切り出す．切り出した画像を CNNに入力し，バックミ
ラーに運転者の目中心が写るバックミラー角度にするた
めのモータ制御量を回帰により求める．最後に，出力さ
れた制御量を用いてモータを制御し，バックミラーの位
置を調整する.

(a) 後ろが見えている状態 (b)後ろが見えていない状態

図 1: リアウィンドウ側から見た運転者とバックミラー
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図 2: バックミラーシステム全体の様子

3 実験及び考察
本実験では，目中心がバックミラーの中央に映ってい
ない画像をもとに，運転者の目中心がバックミラーの中
央に映るようなモータ制御量を，精度良く推定できるか
を検証する．20代の男女 6名に対し，20パターンの姿
勢で，1パターンにつき 33枚の画像を撮影した．6名の
データに対し，一人抜き交差検証により評価した．モー
タ制御量の平均二乗誤差（RMSE）を回転角度に変更し
たものを評価指標とした結果，0.76°となった．このこ
とから，目中心がバックミラー中央に映るモータ制御量
の予測が可能であることがわかった．

4 むすび
本発表では，運転者が常に後方を見続けられるような
バックミラー制御法を検討した．今後の課題として，ミ
ラー角度を変更するタイミングの検討や，他分野への応
用が挙げられる．
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